
ボッチャ競技の紹介 
（日本ボッチャ協会ホームページより） 

ボッチャは、ヨーロッパで生まれた重度脳性麻痺者もしくは同程度の四肢重度機能障害者のために考案され

たスポーツで、パラリンピックの正式種目です。 ジャックボール（目標球）と呼ばれる白いボールに、赤・青のそ

れぞれ６球ずつのカラーボールを投げたり、転がしたり、他のボールに当てたりして、いかに近づけるかを競

います。障害によりボールを投げることができなくても、勾配具（ランプ）を使い、自分の意思を介助者に伝

えることができれば参加できます。 競技は男女の区別なくBC1～BC4のクラスに別れて行われ、個人戦と団体

戦（2対２のペア戦と3対3のチーム戦）があります。 
 

 

 

 

ボッチャは、どれだけ多くのボールを的(ジャックボール)に近づけるかを競う競技です 

個人競技とペア、3人ずつのチーム対抗の三種

類の種目があり、男女混合で行われる。パラリ

ンピックでは重度の脳性まひ者を中心とした

競技となっているが、障害を持つ・持たないの

区別なく楽しめるわかりやすさと、作戦次第で

それまでの結果がひっくり返る面白さとをあ

わせもっている 

［先攻；赤］ 
ジャックボールと持ち玉1個
を投げる 
［後攻；青］ 
持ち玉1個を投げる 
以後、ジャックボールに遠い
方がボールを1個ずつ投げる 

 

ジャックボール 

的となるボール。 

ラウンドごとに敵と 

味方が交互に投げる 

激しい動きがないので、

障害者も審判が出来る 

審判 

副審 

ボールの特徴 

表面の縫い目のせ

いで独特の転がり

をする 

[介助者] 

口をきくことやサインを送ること、ゲーム中の 

コートを見ることも禁止。 

選手の指示通りに補助具を動かす 

パイプを 

改造したもの 

ベニア製のもの 

[勾配具(ランプ)] 

決まった形はなく、選手がそ

れぞれ工夫して使っている 

ボールを投げ

られない選手

は、ランプと

呼ばれる器具

と介助者の助

けのもとでボ

ールを転がす 

ｼﾞｬｯｸﾎ゙ ﾙー 

無効ｿﾞー ﾝ 

 

一挙に赤が 

3点得点 

赤がジャックボール 

を目がけてぶつける 

青が2点 

ジャックボール 

12.5m 

6m 

赤 

青 

相手の一番ジャックボールに

近いボールよりもジャックボ

ールに近いボールがそれぞれ

1点の得点となる 

(上の場合 赤“   ”が3点) 

1点 

1点 

1点 

1点 

1点 

1点 

[得点の決まり方] 

ジャックボールに一番 

近いボールを投げた方 

が勝ち 


